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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第40期

第１四半期連結
累計期間

第41期
第１四半期連結

累計期間
第40期

会計期間

自平成26年
　12月１日
至平成27年
　２月28日

自平成27年
　12月１日
至平成28年
　２月29日

自平成26年
　12月１日
至平成27年
　11月30日

売上高 （千円） 1,787,503 1,877,856 8,129,732

経常利益 （千円） 156,878 145,241 530,800

親会社株主に帰属する四半期(当

期）純利益
（千円） 94,327 67,202 511,902

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 400,633 △13,629 508,559

純資産額 （千円） 6,191,118 6,042,124 6,086,643

総資産額 （千円） 14,156,990 14,101,116 13,390,676

１株当たり四半期(当期）純利益

金額
（円） 14.34 10.88 79.07

自己資本比率 （％） 43.7 42.8 45.5

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

２．売上高に消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結累計期間より、

「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としております。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　　　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　　　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間における当社グループは前年同期比にて増収減益となりました。

　当第１四半期連結累計期間の売上高は、18億77百万円（前年同期比5.1％増）となりました。

　セグメントの内訳を示しますと、日本では４億70百万円(前年同期比7.3％減)、米国では４億29百万円(前年同期

比5.4％減）、欧州・アジア他では９億78百万円（前年同期比18.3％増）となりました。

　利益面では、売上高の増加に伴い、営業利益が１億83百万円（前年同期比20.3％増）となったものの、急激な円

高の影響により経常利益は１億45百万円（前年同期比7.4％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は67百万円

（前年同期比28.8％減）となりました。

　なお、当第１四半期連結累計期間においての為替レートは、１ドル＝121.44円、１ユーロ＝131.50円で算出して

おります。

 

（2）連結財政状態に関する定性的情報

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は141億１百万円となり、前連結会計年度末と比較して７億10百万円増加

いたしました。主な要因は現金及び預金の増加11億37百万円、受取手形及び売掛金の減少４億８百万円により流動

資産合計が６億57百万円増加したことによるものです。

　負債は80億58百万円となり前連結会計年度末と比較して７億54百万円増加いたしました。主な要因は長期借入金

の増加等により固定負債合計が６億16百万円増加したことによるものです。

　なお、純資産は60億42百万円となり前連結会計年度末と比較して44百万円減少いたしました。

 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題は特にありません。

 

（4）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間における研究開発活動の金額は、88百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 15,000,000

計 15,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成28年２月29日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年３月24日）

上場金融商品取引所名又は登録
認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 6,578,000 6,578,000
東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）

（注）

単元株式数　100株

計 6,578,000 6,578,000 － －

　（注）普通株式は、完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高

(株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増減額
（千円）

資本準備金残高
（千円）

平成27年12月１日～

平成28年２月29日
－ 6,578,000 － 942,415 － 219,136

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

 当第1四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容の確認ができず、記載する

ことができないため、直前の基準日（平成27年11月30日現在）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

平成28年２月29日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

 無議決権株式  －  －  －

 議決権制限株式（自己株式等）  －  －  －

 議決権制限株式（その他）  －  －  －

 完全議決権株式（自己株式等）  普通株式　　400,000  －  －

 完全議決権株式（その他）  普通株式　6,176,900 61,769 －

 単元未満株式  普通株式　　　1,100  －  －

 発行済株式総数 6,578,000  －  －

 総株主の議決権  － 61,769  －

 

②【自己株式等】

平成28年２月29日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社オプトエレクト

ロニクス

埼玉県蕨市塚越４－12

－17
400,000 － 400,000 6.08

計 － 400,000 － 400,000 6.08

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年12月１日から平

成28年２月29日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年12月１日から平成28年２月29日まで）に係る四半期連

結財務諸表について三優監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年11月30日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年２月29日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,287,796 4,425,194

受取手形及び売掛金 2,014,908 1,606,745

商品及び製品 2,859,064 2,808,271

仕掛品 26,660 141,275

原材料及び貯蔵品 1,139,191 1,073,320

繰延税金資産 87,388 86,465

その他 734,441 663,877

貸倒引当金 △75,476 △74,046

流動資産合計 10,073,975 10,731,103

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,681,605 1,670,418

機械装置及び運搬具（純額） 104,499 98,649

工具、器具及び備品（純額） 272,897 265,634

土地 554,178 554,178

リース資産（純額） 33,969 31,491

建設仮勘定 74,469 131,520

有形固定資産合計 2,721,619 2,751,893

無形固定資産   

その他 296,224 326,075

無形固定資産合計 296,224 326,075

投資その他の資産   

投資有価証券 4,412 3,242

繰延税金資産 151,378 145,736

その他 143,064 143,064

投資その他の資産合計 298,856 292,044

固定資産合計 3,316,700 3,370,013

資産合計 13,390,676 14,101,116
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年11月30日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年２月29日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 936,532 798,850

1年内返済予定の長期借入金 1,952,360 2,283,996

未払法人税等 98,170 87,927

支払補償損失引当金 196,943 197,874

賞与引当金 － 36,292

その他 440,441 357,933

流動負債合計 3,624,447 3,762,872

固定負債   

長期借入金 3,636,275 4,253,663

リース債務 10,842 9,781

繰延税金負債 32,466 32,675

固定負債合計 3,679,584 4,296,119

負債合計 7,304,032 8,058,992

純資産の部   

株主資本   

資本金 942,415 942,415

資本剰余金 219,136 219,136

利益剰余金 5,266,677 5,302,990

自己株式 △212,400 △212,400

株主資本合計 6,215,829 6,252,141

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 880 △290

為替換算調整勘定 △130,065 △209,726

その他の包括利益累計額合計 △129,185 △210,017

純資産合計 6,086,643 6,042,124

負債純資産合計 13,390,676 14,101,116
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年12月１日
　至　平成27年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年12月１日
　至　平成28年２月29日)

売上高 1,787,503 1,877,856

売上原価 992,822 1,070,686

売上総利益 794,680 807,169

販売費及び一般管理費 642,179 623,682

営業利益 152,501 183,487

営業外収益   

受取利息 3,129 3,500

為替差益 15,408 －

その他 308 410

営業外収益合計 18,845 3,910

営業外費用   

支払利息 14,184 10,927

為替差損 － 31,181

固定資産除却損 99 47

その他 184 0

営業外費用合計 14,468 42,156

経常利益 156,878 145,241

税金等調整前四半期純利益 156,878 145,241

法人税、住民税及び事業税 45,278 70,818

法人税等調整額 17,271 7,221

法人税等合計 62,550 78,039

四半期純利益 94,327 67,202

親会社株主に帰属する四半期純利益 94,327 67,202
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年12月１日
　至　平成27年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年12月１日
　至　平成28年２月29日)

四半期純利益 94,327 67,202

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 174 △1,170

為替換算調整勘定 306,131 △79,661

その他の包括利益合計 306,306 △80,831

四半期包括利益 400,633 △13,629

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 400,633 △13,629
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年

９月13日）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更を行っております。当該表示の

変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間については、四半期連結財務諸表の組替えを行っております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結

累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
 
 

前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年12月１日
至　平成27年２月28日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年12月１日
至　平成28年２月29日）

　減価償却費 70,281千円 59,382千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成26年12月１日　至　平成27年２月28日）

配当金支払額

（決 議） 株式の種類 配当金の総額 配当の原資
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日

平成27年２月26日

取締役会
普通株式 32,890千円 利益剰余金 ５円  平成26年11月30日  平成27年２月27日

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成27年12月１日　至　平成28年２月29日）

配当金支払額

（決 議） 株式の種類 配当金の総額 配当の原資
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日

平成28年２月25日

取締役会
普通株式 30,890千円 利益剰余金 ５円  平成27年11月30日  平成28年２月26日

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自 平成26年12月１日 至 平成27年２月28日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注1）

四半期連結
損益計算書
計上額
(注2)

 日本 米国
欧州・アジア

他
合計

売上高       

(1）外部顧客への売上高 507,054 454,014 826,434 1,787,503 － 1,787,503

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
146,618 6,168 46,555 199,343 (199,343) －

計 653,672 460,183 872,990 1,986,847 (199,343) 1,787,503

セグメント利益 1,337 76,401 69,333 147,072 5,428 152,501

　（注）1.セグメント利益の調整額は、セグメント間の取引消去であります。

 2.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自 平成27年12月１日 至 平成28年２月29日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注1）

四半期連結
損益計算書
計上額
(注2)

 日本 米国
欧州・アジア

他
合計

売上高       

(1）外部顧客への売上高 470,140 429,660 978,055 1,877,856 － 1,877,856

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
175,551 3,171 37,507 216,230 (216,230) －

計 645,692 432,832 1,015,562 2,094,087 (216,230) 1,877,856

セグメント利益又は損失（△） △41,222 94,160 127,230 180,169 3,318 183,487

　（注）1.セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間の取引消去であります。

 2.セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年12月１日
至　平成27年２月28日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年12月１日
至　平成28年２月29日）

１株当たり四半期純利益金額 14円34銭 10円88銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 94,327 67,202

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 94,327 67,202

普通株式の期中平均株式数（株） 6,578,000 6,178,000

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

 　該当事項はありません。

 

２【その他】

　当第１四半期連結会計期間及び当第１四半期連結会計期間終了後四半期報告書提出日までの配当については、『第

４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項　（株主資本等関係）』に記載のとおりであります。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成28年３月24日

株式会社オプトエレクトロニクス
 

 取 締 役 会 御中  

 

 

 三  優  監  査  法  人  

 

 
代 表 社 員

業務執行社員  公認会計士 小　林　昌　敏  印

 

 

業務執行社員  公認会計士 橋 爪　   剛  印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社オプト
エレクトロニクスの平成27年12月１日から平成28年11月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成27年12
月１日から平成28年２月29日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年12月１日から平成28年２月29日まで）に係る
四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記に
ついて四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オプトエレクトロニクス及び連結子会社の平成28年２月29日
現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項
がすべての重要な点において認められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上

 
 
　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。
２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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